
　

あ
れ
は
ど
う
い
う
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
私
は
昭
和
40
年
代
初
頭
か
ら
中
頃
ま
で

を
早
稲
田
大
学
に
在
学
し
た
。
学
園
闘
争
が

吹
き
荒
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
と

私
の
揺
れ
動
い
た
青
春
の
日
々
が
重
な
り
合

う
。

　

政
治
の
季
節
で
あ
っ
た
。
世
界
的
に
若
者

の
反
乱
の
潮
流
が
渦
巻
き
、新
聞
に
は
連
日
、

パ
リ
の
カ
ル
チ
ェ
・
ラ
タ
ン
や
、
米
国
の
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
騒
乱
が
報
道
さ
れ
て
い

た
。
我
が
国
で
は
全
国
に
拡
が
っ
た
全
共
闘

運
動
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
。
過
激
派
の
内

ゲ
バ
に
よ
っ
て
で
る
犠
牲
者
。
あ
の
時
代
に

対
す
る
感
情
は
憂
鬱
で
澱お

り

の
よ
う
に
淀
ん
で

い
る
。

　

社
会
を
変
え
る
こ
と
を
使
命
と
し
た
思
想

に
殉
じ
た
最
後
の
世
代
で
あ
る
。
時
代
は
、

敏
感
で
純
粋
な
青
年
た
ち
に
過
剰
な
反
応
を

強
い
た
。

　

あ
の
頃
は
ど
こ
の
書
店
に
も『
マ
ル
ク
ス
・

エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
が
店
頭
に
積
み
上
げ
ら

れ
て
い
た
。
私
は
マ
ル
ク
ス
、エ
ン
ゲ
ル
ス
、

レ
ー
ニ
ン
の
著
作
を
熱
心
に
読
ん
だ
。
私
の

思
想
の
核
心
を
な
し
て
い
る
。

　

あ
の
壮
大
な
思
想
体
系
と
社
会
主
義
国
家

の
建
設
と
い
う
人
類
史
上
最
大
の
実
験
は
一

世
紀
も
も
た
ず
、
悪
夢
を
残
し
、
あ
っ
け
な

く
崩
れ
、
ほ
と
ん
ど
跡
形
も
な
い
。
そ
れ
は

劇ド
ラ
マ

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
い
数
十
年

前
に
は
存
在
し
て
い
た
の
に
、
遙は
る

か
遠
い
過

去
の
遺
物
の
よ
う
に
感
じ
る
。
以
後
、
政
治

意
識
は
急
速
に
衰
退
し
、
語
る
べ
き
思
想
は

な
く
な
っ
た
。

　

大
学
か
ら
駅
へ
向
か
う
通
り
沿
い
に
約

三
十
軒
の
古
本
屋
が
立
ち
並
ぶ
古
本
屋
街
が

あ
る
。
古
書
店
街
が
あ
り
続
け
る
の
は
有
難

い
。
風
景
が
変
わ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
に
行
き
か
う
人
々
が
い
る
限
り
、
あ
の
日

に
返
れ
る
。
自
分
の
人
生
に
出
会
え
る
。

　

東
京
に
所
用
で
行
っ
た
際
、
そ
の
街
に
立

ち
寄
っ
た
。
丁
度
、
穴
八
幡
神
社
の
境
内
で

青
空
古
本
市
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
書
棚
を

見
る
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
関
係
の
本
は
き
れ

い
に
一
掃
さ
れ
て
い
る
。
ソ
連
、
東
欧
の
共

産
主
義
国
家
は
崩
壊
し
、
世
界
は
市
場
経
済

が
支
配
し
て
い
る
。
今
の
若
者
は
思
想
書
を

読
ま
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
浩こ
う
か
ん瀚
な
思
想
書
が

店
頭
の
百
円
均
一
の
平
台
に
並
ん
で
い
る

が
、
手
に
取
ら
れ
て
い
る
風
も
な
い
。

　

何
気
な
く
眺
め
て
い
る
そ
の
時
、
そ
の
中

に
、
無
造
作
に
置
い
て
あ
っ
た
赤
茶
け
た
岩

波
文
庫
の
マ
ル
ク
ス
の
『
共
産
党
宣
言
』
の

背
表
紙
が
目
に
と
ま
っ
た
。
私
に
見
出
さ
れ

る
の
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
手

に
と
る
と
、熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。

私
が
本
を
見
つ
け
た
の
で
は
な
く
、
本
が
当

時
の
私
を
見
つ
け
た
の
だ
。

　

た
そ
が
れ
に
佇
む
高
田
馬
場
駅
に
向
か
っ

た
。
当
時
あ
っ
た
周
辺
の
バ
ラ
ッ
ク
建
て
は

き
れ
い
に
取
り
除
か
れ
て
い
る
。時
は
流
れ
、

人
は
変
わ
っ
た
。
私
も
ま
た
変
わ
っ
た
。
だ

が
、
私
の
バ
ッ
グ
の
中
に
は
か
つ
て
の
文
庫

本
が
納
ま
っ
て
い
る
。

　

大
都
会
の
晩
秋
の
夕
暮
れ
。
ビ
ル
、
街
路

樹
、
舗
道
、
足
早
に
歩
く
人
々
を
照
ら
す
西

日
の
光
線
が
重
な
り
合
っ
て
風
景
が
シ
ル

エ
ッ
ト
の
よ
う
に
浮
か
ん
だ
。
あ
た
り
が
セ

ピ
ア
色
に
染
ま
っ
た
。
目
を
と
じ
る
と
、
青

春
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

こ
の
古
書
街
が
あ
り
、
居
酒
屋
が
あ
り
喫

茶
店
が
あ
る
。
そ
こ
を
通
り
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
行
き
か
う
人
々
が
い
る
限
り
、
あ
の

日
に
返
れ
る
。
自
分
の
人
生
に
出
会
え
る
。

（
Ｓ
47 

一
文
）

大
西
医
院 

院
長  

大
西　

雄
二

あ
の
時
代
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今
年
の
宮
崎
県
支
部
総
会
は
、
去
る
７
月

16
日
（
土
）
鎌
田
薫
新
総
長
を
お
迎
え
し
て

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
中
か
ら
、
役
員
会
・
地
区
別
商

議
員
懇
談
会
・
総
会
と
続
き
、
そ
の
後
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
懇
親
会
が
夜
ま
で
行
わ
れ
、

そ
の
間
も
大
学
職
員
の
方
々
の
担
当
で
受
験

生
や
現
役
学
生
の
保
護
者
向
け
に
個
別
相
談

会
も
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
大
学
紹
介
ビ
デ
オ
で
始
ま
り
、
鎌
田
総

長
と
平
山
廉
教
授
（
国
際
教
養
学
術
院
）
が

「
早
稲
田
大
学
の
明
日
を
考
え
る
」
と
「
日

本
で
見
つ
か
っ
た
恐
竜
に
つ
い
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
懇
親
会
は
例
年
と
は
違
う
雰

囲
気
で
１
Ｆ
の
ガ
ー
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
は

な
花
」
に
会
場
を
移
し
て
の
開
催
、
慶
應
義

塾
大
学
宮
崎
三
田
会
の
役
員
数
名
と
現
役
学

生
の
ご
父
兄
等
も
多
数
参
加
い
た
だ
き
、
美

味
し
い
食
事
と
楽
し
い
音
楽
と
会
話
・
早
慶

対
抗
ク
イ
ズ
（
父
兄
の
方
が
優
勝
）・
記
念

撮
影
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後
は

大
円
に
て
都
の
西
北
と
人
生
劇
場
を
歌
い
あ

げ
て
締
め
と
し
ま
し
た
。「
杉
の
子
」
で
の

２
次
会
に
も
鎌
田
総
長
を
は
じ
め
、
後
藤
由

美
子
総
長
室
部
長
や
池
田
幸
一
副
部
長
（
お

「稲門の絆」「杜へ」の基本方針

支部長メッセージ

　先ずは、校友が楽しく読んでいただける記事作り。
早稲田大学の校友としてこの会報に、寄稿できる権利
を皆様が有しておられます。その権利を十分に発揮し
て頂きたい。
　次に、各地域、各職域、趣味、ボランティアなどの
分野から現状のお話をして頂きたい。まだスタートし
たばかりですが、継続して、一人でも多くの校友に原
稿を御願いしたいと考えています。
　三番目に、世代を超えて早稲田の精神を発揚する場
として、また絆を確認する場にしたい。
　早稲田の建学の精神は「学問の独立」です。それは
単に一匹狼になる事ではなく絆を強くし、個人の個性
を尊重する事ではないでしょうか。
　「杜へ」の旗の下、宮崎からの情報発信を！

（Ｓ 54 政経）

二
人
と
も
口
元
周
策
先
輩
に
続
く
宮
崎
県
担

当
で
毎
年
来
宮
）
に
も
参
加
い
た
だ
き
母
校

の
現
況
を
い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
早
稲
田
の
総
長
が
地
方
の
一
校
友

会
総
会
に
毎
年
来
宮
さ
れ
る
の
は
、
総
長
職

と
は
単
に
暇
な
の
か
、
そ
れ
と
も
宮
崎
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
で
相
当
無
理
を
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

入
れ
ら
れ
る
の
か
、
大
学
の
そ
の
努
力
に
対

し
て
た
い
へ
ん
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
県
支
部
総
会
は
毎
年
各
地
域
稲
門
会

の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、
来
年
は
延
岡
市

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
）
そ
の
後
宮
崎
市

に
戻
っ
て
ま
た
都
城
市
へ
と
繋
が
っ
て
い
き

ま
す
。
宮
崎
市
開
催
で
約
70
～
80
名
程
度
の

参
加
規
模
で
す
が
、
次
回
は
も
っ
と
多
く
の

校
友
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
催
し

物
も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｓ
57 

法
）

県
支
部
企
画
幹
事　

村
社　

昭
二

◆宮崎県支部の活動
  6月11日…九州山口沖縄支部長会議（鹿児島）朽木・森川
  6月12日…早稲田慶應招待ラグビー（鹿児島・鴨池）朽木・村社
  7月  9日…全国支部長会議（大隈会館）商議員会議
  7月16日…宮崎県支部総会・地域交流フォーラム・交流会
  9月15日…宮崎市ぶらり稲門会（杉の子）小川昭一郎講話
  9月23日…安井息軒講演会・講師：古賀勝次郎早稲田大学教授
  9月24日…古賀教授との懇談会（杉の子）
  9月24日…幹事長事務局長会（早稲田大学）森川幹事長・代議員会
10月  6日…宮崎市ぶらり稲門会（杉の子）高林克彦・交流会
10月  9日…延岡東京6大学ゴルフ大会 : 飯干会長他約10名参加
10月10日…宮崎東京6大学ゴルフ大会: 朽木支部長他約20名参加
9月より10月迄 : 随時会報編集会議開催

◆今後の予定
会報「杜へ」第2号発刊
11月11日…慶應大宮崎三田会総会・懇親会
11月19日…早稲田大学校友会・九州山口沖縄支部長会議（福岡）
12月  6日…宮崎市地区稲門会・忘年会
12月10日…商議員フォーラム（早稲田大学）

早慶ラグビー親善試合　決定
と　き：平成24年５月13日（日）
ところ：宮崎市生目の杜運動公園陸上競技場
主催　宮崎県ラグビー協会

県ラグビー協会
理事長　宮永　泰宏

県ラグビー協会
会長　後藤　敏郎

支部長
朽木　充嗣

　

 

宮
崎
県
支
部
総
会
が

 　

開
催
さ
れ
る

平成23年度

早稲田大学校友会　　　

㈱くちき代表取締役　県支部長　朽木　充嗣

鎌田総長を中心に県支部役員・校友の方々
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県支部ゴルフ幹事　福井　俊郎（S53 法）

　

平
成
元
年
に
卒
業
し
て
か
ら
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

　

現
在
は
両
親
、
主
人
と
と
も
に
家
族
で
力

を
合
わ
せ
て
郷
土
料
理
店
「
杉
の
子
」
を
営

ん
で
お
り
ま
す
。
地
元
の
素
材
に
こ
だ
わ
り

を
持
ち
、
宮
崎
の
季
節
を
味
わ
え
る
料
理
を

提
供
し
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
店

作
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
父
が
校
友
会
活

動
に
積
極
的
に
活
動
し
て
く
れ
て
い
た
お
か

げ
で
、
稲
門
会
や
早
稲
田
出
身
の
方
々
か
ら

た
く
さ
ん
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
時
代
は
門
前
仲
町
に
一
年
間
、
二
年

生
か
ら
は
西
武
新
宿
線
上
の
野
方
に
住
ん
で

い
ま
し
た
。
初
の
東
京
暮
ら
し
、
都
会
を
夢

見
て
上
京
し
た
の
で
す
が
、
門
仲
も
野
方
も

庶
民
的
な
街
で
私
が
思
い
描
い
て
い
た
東
京

と
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
周
り
の
地
方

出
身
者
の
女
子
は
東
郷
や
音
羽
の
学
生
会
館

に
住
ん
で
い
る
人
が
多
く
、
門
前
仲
町
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
と
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
地
下
鉄
の
駅
を
上
が
る
と
深
川
不
動

尊
が
あ
り
、
東
に
は
緑
の
深
い
富
岡
八
幡
宮

が
広
が
っ
て
ま
し
た
。
魚
屋
、
野
菜
屋
、
乾

物
屋
、
会
社
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
通
う

居
酒
屋
な
ど
が
多
く
生
活
感
と
活
気
に
あ
ふ

れ
る
下
町
で
し
た
。
通
学
は
早
稲
田
駅
ま
で

東
西
線
で
20
分
足
ら
ず
と
本
当
に
便
利
で
し

た
が
朝
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
が
ひ
ど
く
、
乗
車

に
は
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。
今
考
え
る
と

こ
れ
も
ま
た
貴
重
な
経
験
で
す
。
同
じ
早
稲

田
に
通
う
二
歳
違
い
の
兄
と
一
緒
で
し
た
の

で
、
親
元
を
離
れ
て
の
暮
ら
し
も
寂
し
く
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
友
達
を
よ
ん
で
鍋
を

し
た
り
、
夜
遅
く
ま
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
と
本
当
に
自
由
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

両
親
が
上
京
し
て
く
る
と
、
普
段
は
行
く

こ
と
の
な
い
高
級
な
料
理
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン

に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
え
る
の
が
と
て
も
楽

し
み
で
し
た
。
仕
事
の
都
合
上
、
父
と
母
は

い
つ
も
別
々
に
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
宮

崎
に
帰
る
日
、
父
は
必
ず
特
別
の
小
遣
い
を

く
れ
ま
し
た
。
母
は
必
ず
ス
ー
パ
ー
に
行
き
、

ア
パ
ー
ト
の
冷
蔵
庫
を
食
料
品
で
一
杯
に
し
て

く
れ
て
い
ま
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
学
生
時
代

の
思
い
出
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
一 

一
文
）

（
次
回
は
Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
加
藤
沙
知
さ
ん
に
バ
ト
ン
し

ま
す
。）

 　

前
田　

省
子

女将姿の私です

果敢に攻めるも、３連覇ならず！

　東京六大学ゴルフ大会が第 50 回を迎えるにあたり、ゴル
フだけでなく、第２回目のテニス大会と第 50 回記念交流会
が、10 月 10 日、体育の日に賑やかに開催された。
　昨秋・今春のゴルフ大会２連覇と勢いにのる早稲田は、
Ⅴ３をめざし 15 名のフルメンバーで参戦。六大学総勢 80
名の参加で、風もなく絶好のコンデションの中、宮崎ＣＣ
の伝統ある戦略性に富んだコースで、熱戦が繰り広げられ
た。
　早稲田勢は、失敗を恐れず果敢にピンを狙い、勇気を持っ
て攻めまくりました。個人戦２連覇中、早大Ⅴ２の最大の
立役者・西村哲治校友も、今春、転勤した博多から参戦。
結果は、西村校友が、優勝には 0.6 打差及ばず惜しくも３
位と今回も大活躍！９位に福井芳文校友、ニアピン賞も境
田栄徳校友・江夏拓三校友が獲得したが、各校上位６名で
競う団体戦は、奮闘むなしく第３位だった。優勝は、永遠
のライバル校 慶應、２位今回幹事校 明治、４位立教、５
位法政、６位東大。
　これで優勝回数は、法政 16 回、慶應 11 回、立教９回、
明治８回、我が早稲田５回、東大１回。苦戦の早稲田です
が、第９回大会に初優勝後、39 回で漸く２回目の優勝と 15
年間の空白期。しかし、ここ４年で３回の優勝と大健闘中
である。ＨＤが、ダブルペリア方式になったこともあるが、
選手をそろえるのに一苦労の時期を乗り越え、最近はフル
メンバーで戦えることが、このところの好成績の要因であ
り、ゴルフ参加の皆様には、大変感謝申しあげます。
　テニス大会は、六大学で 15 名と、参加者が少なく、早稲

ペ
ン
リ
レ
ー 

＊
稲
内
女
子
会
＊

連 載

田からは、尾崎父娘が参加。娘がプレーできて、大変喜ん
でたよとの報告があり、うれしい限りでした。
　宮崎市の「micc」で開催された記念交流会は、早稲田 20 名、
全体で 114 名の参加。ベリーダンス嬢のお色気に、朽木支
部長も思わず踊りに乱入！大いに盛り上がりました。
最後にエール交換で、東京六大学交流を継続し今後さらに
絆を深めることを確認した。

 　　

ベリーダンス嬢といっしょに撮影

参加選手：境田栄徳、吉元正憲、四元邦和、道休宣之、
福井芳文、 江夏拓三、筒井育夫、鈴木利一、松下信之、
肥田公英、萩原宏昭、川越隆史、西村哲治、川添正浩、
福井俊郎
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宮崎市橘通西 2－1－4
TEL 0985-22-5798　FAX 27-1526

（平成元年 一文）

（昭和56年 推薦）

前 田  省 子
森　   松 平

宮崎の料理素材で　　　　　　　
　　　旬の味を演出いたします

医師 大 西  雄 二

大西医院（内科）

〒880-0002　宮崎市中央通2番 5号
TEL 0985-22-3069  FAX 0985-31-8450
メール :oyuuji22@cello.ocn.ne.jp

「早慶のつながりは大事である」

幹事長
原口慎一郎

幹事長
豊田　裕康

会長
鈴木　利一

会長
飯干　喬啓

慶應大学宮崎三田会幹事長
奥野　義文

校友担当部長
後藤由美子

財務部副部長
池田 幸一

商議員
河野 秀昭

商議員
飯干 喬啓

鎌田 薫総長 県支部長
朽木 充嗣

特別商議員
蛯原 一成

秘書課長
関口八州男

特別商議員
神崎 義世

特別商議員
森　松平

前支部長
蛯原　一成

慶應大学宮崎三田会会長
美原　恒

会長
江夏　拓三

会長
河野　秀昭

副会長
福井　俊郎

幹事長
市園　清貴

早
稲
田
大
学
校
友
会
事
務
局
及
び
県
支
部
役
員
の
方
々

慶應大学役員

日南支部

都城支部

校友会事務局及び商議員

延岡支部

宮崎支部「笑顔、笑顔で接すれば通じる」

「先ずは日南支部校友の確認と名簿整理から」 「校友の親睦と融和を図りたい」

「半ば自分の幸せ、半ば他人の幸せをめざしたい」

「大学への寄付は惜しむなかれ」

※
県
幹
事
長
森
川
　
護
・
宮
崎
市
幹
事
長

　
村
杜 

昭
二
は
次
回
に
掲
載
し
ま
す
。
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※日向支部及び小林支部の役員の写真は、次回に掲載します。

「横のつながりを大切にしたい」 「志の教育、人材の輩出をめざしたい」

「なでしこジャパンに負けぬ稲門女子会にしたい」「地域に笑顔を！校友の連携・協力を」

Since 1884

校友
新見　昌安

会長
伊地知和憲

県監事
比嘉　廉太

副会長
松下　信之

幹事長
前田　省子

会長
渡辺　美穂

事務局長
村山　育志

校友
福留　尚仁

前会長
丸山　文民

幹事長
蕪　美知保

会長
川崎　辰己

県庁稲門会

宮銀稲門会

教職稲門会

レディス稲門会
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昭
和
16
年
12
月
８
日
、
こ
の
朝
私
は
い
つ

も
の
通
り
荻
窪
駅
か
ら
電
車
で
新
宿
に
出
て

山
手
線
に
乗
り
替
え
高
田
馬
場
駅
に
着
い
て

み
る
と
、
駅
構
内
の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
「
本
日

未
明
帝
国
陸
海
軍
部
隊
は
米
英
軍
と
戦
闘
状

態
に
入
れ
り
」
と
の
大
本
営
発
表
の
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
を
繰
り
返
し
大
音
量
で
流
し
、
周

辺
は
異
常
な
興
奮
状
態
に
あ
っ
た
。
学
校
に

着
い
て
み
る
と
、
い
つ
も
は
静
か
な
ワ
セ
ダ

の
杜
も
こ
の
朝
は
大
隈
公
の
銅
像
を
と
り
巻

く
よ
う
に
学
生
の
大
集
団
が
歓
声
を
挙
げ
て

お
り
、
結
局
こ
の
日
の
授
業
は
終
日
と
り
止

め
に
な
っ
た
。
こ
の
日
か
ら
２
年
後
の
昭
和

要
求
さ
れ
る
中
、
多
く
の
機
種
の
中
か
ら
最

終
的
に
私
は
、
Ｂ
29
迎
撃
を
主
目
的
と
し
た

高
々
度
飛
行
の
局
地
戦
闘
機
「
雷ら
い
で
ん電
」
専
修

と
決
定
し
た
。
こ
れ
が
私
と
「
雷
電
」
と
の

運
命
的
な
出
会
い
と
な
り
、
こ
の
後
大
戦
終

結
の
日
迄
私
は
こ
の
飛
行
機
と
行
動
を
共
に

す
る
事
に
な
る
。

　

昭
和
19
年
５
月
31
日
、
晴
れ
て
海
軍
少
尉

に
任
官
し
こ
の
後
、
三
菱
、
住
友
等
航
空
機

製
造
工
場
の
実
習
を
終
え
、
７
月
15
日
追
浜

を
卒
業
退
隊
し
直
ち
に
実
施
部
隊
配
属
と
な

り
茨
城
県
の
神こ
う

之の

池い
け

基
地
に
赴
任
し
た
が
、

こ
の
あ
と
同
県
の
谷や

た

べ
田
部
基
地
に
転
勤
を
命

ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
頃
本
土
爆
撃
の
Ｂ
29
は
、

こ
れ
迄
の
昼
間
高
々
度
精
密
爆
撃
か
ら
戦
術

を
変
え
夜
間
低
空
か
ら
の
焼
夷
弾
攻
撃
に
移

り
、
日
本
家
屋
の
盲
点
を
突
い
た
こ
の
作
戦

は
日
本
各
都
市
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

中
で
も
昭
和
20
年
３
月
10
日
未
明
の
東
京
大

空
襲
で
は
、
下
町
か
ら
都
心
に
か
け
壊
滅
的

な
損
害
を
被
っ
た
。
こ
の
朝
、
こ
の
空
襲
で

被
弾
し
た
一
機
の
Ｂ
29
が
基
地
近
く
に
墜
落

し
た
と
の
報
を
受
け
た
私
は
、
直
ち
に
救
難

隊
を
編
成
、
２
台
の
ト
ラ
ッ
ク
に
兵
員
を
乗

せ
て
現
場
に
急
行
し
た
。
現
場
は
茨
城
県
板

橋
村
の
山
中
で
、
周
囲
の
赤
松
を
な
ぎ
倒
し

あ
た
り
一
面
に
機
体
の
残
骸
が
散
乱
す
る

中
、
僅
か
に
焼
け
残
っ
た
尾
翼
の
部
分
が
こ

の
機
の
巨
大
さ
を
物
語
る
よ
う
に
折
り
か
ら

昇
る
陽
光
に
輝
い
て
い
た
。
私
は
早
速
携
行

し
た
カ
メ
ラ
で
現
場
を
写
し
た
が
、
こ
れ
を

終
戦
後
当
時
の
写
真
週
刊
誌
フ
ォ
ー
カ
ス
に

「
見
た
り
醜
翼
の
末
路
！
」
と
題
し
て
発
表

し
た
。
こ
の
写
真
こ
そ
今
次
大
戦
中
本
土
に

来
襲
し
た
Ｂ
29
延
べ
３
万
余
機
の
中
、
撃
墜

さ
れ
た
の
は
僅
か
に
４
８
５
機
で
こ
れ
は
そ

の
中
の
１
機
で
あ
り
記
録
的
な
貴
重
な
一
枚

と
な
っ
た
。
同
年
４
月
、
私
は
神
奈
川
県
厚

木
３
０
２
空
に
転
勤
に
な
り
こ
こ
で
帝
都
防

衛
部
隊
と
し
て
「
雷
電
」
と
共
に
対
Ｂ
29
迎

撃
戦
の
最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。
然
し

戦
局
利
あ
ら
ず
、
８
月
半
ば
遂
に
日
本
が
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
諾
す
る
と
の
極
秘
情
報
を
密
か

に
入
手
し
た
隊
で
は
、
こ
こ
か
ら
厚
木
叛
乱
部

隊
の
激
し
い
戦
争
継
続
の
抗
戦
活
動
を
展
開
す

る
が
、
結
局
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
官
の
厚
木
進

駐
が
決
定
し
８
月
23
日
無
念
の
退
隊
、
こ
の
時

私
は
よ
う
や
く
戦
陣
か
ら
解
放
さ
れ
娑
婆
の
人

間
に
還
り
今
を
生
き
て
い
る
。

（
Ｓ
18 

理
工　

八
十
九
歳
）

18
年
９
月
、戦
局
は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
、

こ
れ
迄
徴
兵
が
猶
予
さ
れ
て
い
た
文
系
大

学
高
専
学
生
に
続
い
て
私
達
理
工
系
学
生

も
そ
の
特
例
は
廃
止
さ
れ
、
学
校
も
半
年

繰
り
上
げ
て
九
月
卒
業
と
決
ま
っ
た
。
私

は
熟
慮
の
末
、
海
軍
を
志
願
す
る
こ
と
に

決
め
、
当
時
築
地
に
あ
っ
た
海
軍
の
施
設

で
海
軍
予
備
学
生
を
受
験
し
幸
い
甲
種
合

格
と
な
り
こ
の
年
の
９
月
23
日
、
神
奈
川

県
の
追お
っ
ぱ
ま浜
航
空
隊
に
「
海
軍
飛
行
機
整
備

予
備
学
生
」
と
し
て
入
隊
し
た
。
こ
れ
は

例
の
「
明
治
神
宮
外
苑
出
陣
学
徒
雨
中
大

行
進
」
が
行
わ
れ
る
実
に
旬じ
ゅ
ん

日じ
つ

前
の
事
で

あ
る
。
追
浜
空
で
は
准
士
官
並
み
の
待
遇

で
あ
っ
た
が
、
吊
り
床
訓
練
に
始
ま
る
海

軍
の
厳
し
い
基
礎
訓
練
に
続
き
、
海
軍
士

官
と
し
て
心
身
共
に
錬
磨
さ
れ
徹
底
的
に

「
海
軍
魂
」を
叩
き
込
ま
れ
た
。又
こ
の
間
、

海
軍
の
各
種
航
空
機
整
備
に
対
す
る
研
修

は
座
学
と
実
習
と
併
せ
て
高
度
の
技
術
が

林　

英
男

「
雷
電
」
と
私
と
Ｂ
29

随筆冠
省

　

実
は
小
生
、
二
年
前
に
自
宅
を
全
焼

し
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
、
資
料
、
写
真

等
総
て
を
焼
失
し
、
勿
論
学
生
時
代
の

写
真
も
一
枚
も
残
っ
て
居
ら
ず
ど
う
し

よ
う
か
と
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
、

友
人
に
送
っ
た
Ｂ
29
の
写
真
が
一
枚
送

り
返
し
て
来
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
を
元
に
拙
文
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

昭和 20 年３月 10 日未明、東京大空襲に参加したＢ 29 一機が
茨城県板橋村に墜落した当時の唯一の記録写真

大隅会館の舗道より正面を見る
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「
第
１
回
」

日
程　

23
年
５
月
10
日
〜
20
日

活
動
地　

宮
城
県　

石
巻
、
鮎
川
浜
、
松
島

活
動
内
容　

炊
き
出
し
（
冷
凍
パ
ッ
ク
の
肉

　

巻
き
お
に
ぎ
り
と
地
鶏
の
炭
火
焼
き
を
解

　

凍
、
加
熱
し
て
提
供
）

人
員　

３
名
、
車
両
２
台

　

災
害
発
生
後
、
丁
度
２
ヶ
月
で
し
た
が
、

辛
う
じ
て
通
れ
る
道
路
、
そ
の
ま
ま
の
状
態

の
瓦が
　
れ
き礫
、
少
し
の
風
で
舞
い
上
が
る
埃ほ
こ
り

、
た

と
え
よ
う
の
な
い
悪
臭
、
茫
然
と
し
な
が
ら

避
難
所
に
向
か
う
日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
避

難
所
（
計
６
ヶ
所
）
の
規
模
も
様
々
で
し
た

が
、
い
ず
れ
も
お
気
の
毒
な
環
境
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
ゼ
ロ
、
と
く
に
高
齢
者
の
方
の
体

力
が
落
ち
、
寝
込
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
は
胸

が
痛
み
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
私
達
の
提

供
し
た
食
材
は
大
好
評
で
し
た
。
温
か
く
、

や
わ
ら
か
な
食
べ
も
の
が
、
ひ
と
と
き
の
安

息
を
も
た
ら
し
た
か
と
思
う
と
と
も
に
、
大

量
の
食
材
を
提
供
さ
れ
た
企
業
の
方
々
に
敬

服
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
！

　

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
社
会
科
学
科
４

年
甲
斐
大
輔
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
宮
崎
県
支
部
会
報
に
て
キ
ャ

ン
パ
ス
リ
ポ
ー
ト
の
コ
ー
ナ
ー
の
第
１
号
を

任
せ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
事
で
、
光
栄
に

「
第
２
回
」

日
程　

23
年
７
月
30
日
〜
８
月
12
日

活
動
地　

気
仙
沼（
宮
城
）・
陸
前
高
田（
岩
手
）

活
動
内
容　

瓦
礫
除
去
、
ド
ブ
さ
ら
い

　
　
　
　
　

養
殖
筏
づ
く
り
、
写
真
洗
浄

人
員　

10
名
（
２
～
３
グ
ル
ー
プ
に
て
活
動
）

　

陸
前
高
田
の
元
市
街
地
は
、
誰
一
人
と
し

て
生
活
し
て
お
ら
ず
、
十
数
個
の
巨
大
な

（
１
０
０
ｍ
×
15
ｍ
×
15
ｍ
）
瓦
礫
の
山
の

仮
置
場
状
態
で
し
た
。
倒
壊
を
免
れ
た
ビ
ル

は
一
様
に
４
階
ま
で
津
波
に
打
ち
破
ら
れ
、

勿
論
無
人
で
す
。
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

被
災
者
の
方
々
の
こ
れ
か
ら
の
ご
苦
労
を

思
う
と
き
、
絶
対
に
必
要
な
こ
と
は
、
行
政

サ
イ
ド
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
サ
ポ
ー
ト
だ
と
思

う
の
で
す
。　
　
　
　
　
　

 （
Ｓ
40 

商
学
）

思
い
つ
つ
、
初
回
な
の
で
私
た
ち
宮
崎
学
生

稲
門
会
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
！

　

宮
崎
学
生
稲
門
会
は
現
在
、「
早
稲
田
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
多
種
多
様
な
人
と
関
わ
る
」

こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
あ
く
ま
で
フ
ィ
ー
ル
ド
が
早
稲
田
で

あ
る
だ
け
な
の
で
、
メ
ン
バ
ー
も
早
稲
田
大

学
生
に
限
っ
て
お
ら
ず
、
宮
崎
を
愛
す
る
学

生
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に

は
他
大
生
で
し
か
も
埼
玉
出
身
埼
玉
在
住
の

人
も
い
た
ほ
ど
で
し
た
（
笑
）。

　

会
員
は
約
50
名
ほ
ど
お
り
、
活
動
内
容
と

し
て
親
睦
会
を
行
っ
た
り
、
口
蹄
疫
の
問
題

の
際
に
は
各
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
募
金
活
動

（
活
動
の
詳
細
は
次
回
、
田
代
さ
ん
が
報
告
し

て
く
れ
ま
す
。）
で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
宮
崎
学
生
稲
門
会
の
他
に
も
各
地
域

で
約
20
の
学
生
稲
門
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
一
番
の
会
員
数
を
誇
っ
て
お
り
、

最
近
の
動
向
と
し
て
は
世
代
交
代
を
終
え
10

月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
「
稲
門
祭
」
の
出
店

に
集
中
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
と
東
京
と
い
う
、
地
理
的
に
決
し
て

近
い
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ

そ
の
郷
愁
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
大
学
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
具
体
的
な
活
動
報
告
と
し
て
、
昨

年
行
わ
れ
た
口
蹄
疫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
、
田
代
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
稲
門
祭
で
は
黒
霧
島
を
み
ん
な

で
楽
し
み
ま
し
た
。

全
国
区
早
稲
田
学
生
会
連
盟
委
員
長

社
会
科
学
部
４
年

　

甲
斐　

大
輔

小
川　

昭
一
郎

災
害
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て

報 告

連 載

No.1

キ
ャ
ン
パ
ス
リ
ポ
ー
ト
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こ
の
度
は
、
寄
稿
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
そ
者
の
私

が
、
宮
崎
へ
来
て
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
書
か

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

宮
崎
へ
移
住
し
、第
一
に
感
じ
た
こ
と
は
、

中
小
企
業
は
地
域
の
方
の
御
支
援
、
地
域
の

方
、
起
業
様
と
共
存
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
初

め
て
継
続
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
働
く

方
、
お
客
様
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
様
、
納
税

先
が
、
全
て
地
元
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

第
二
に
は
、
一
人
一
人
の
方
の
実
在
が
良

い
意
味
で
重
く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
ご
近
所
で
も
あ
り
、
誰
が
何
か
を
し
て

い
る
方
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
お
考
え
の

方
か
が
良
く
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
別
の
意

味
に
な
り
ま
す
が
、
選
挙
で
当
落
の
差
が
一

桁
差
と
い
う
こ
と
を
経
験
し
、
参
政
権
は
今

ま
で
も
行
使
し
て
い
た
も
の
の
、
自
分
の
一

票
で
当
落
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

重
み
を
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

第
三
に
、
地
域
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
人
を
介
し
て
実

感
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
ま
で
物
理
的
に
あ
る
場
所
を
訪
れ

て
、
そ
こ
を
知
っ
た
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
宮
崎
で
は
、
校
友
会
や
そ
の
他
の
集
ま

り
で
、
各
地
域
で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
を
通
し
て
、
実
際
に
伺
っ
て
話
を
お
聴
き

し
た
り
し
て
、
段
々
と
宮
崎
県
の
こ
と
が
体

の
中
に
入
っ
て
く
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
つ
つ
、
経
済
活

動
と
い
う
点
で
は
、
残
念
な
が
ら
、
良
い
要

素
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
活
か
し
切
れ
て

い
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
方
が
、
地
域
・
地
方
が
元
気
に
な
る

に
は
、「
よ
そ
者
」「
ば
か
者
（
一
生
懸
命
と

い
う
意
味
で
）」「
若
者
」
が
必
要
で
あ
る
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
よ
そ
者
」
で
す
が
、
外
の
こ
と
を

経
験
し
た
目
だ
か
ら
こ
そ
、地
元
の
方
に
は
、

当
た
り
前
に
見
え
る
こ
と
が
、
大
事
な
も
の

と
し
て
見
え
て
き
ま
す
。
校
友
会
の
方
は
、

東
京
と
い
う
外
部
を
見
ら
れ
た
眼
が
あ
り
ま

す
の
で
、
地
元
の
財
産
を
発
見
さ
れ
る
目
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

次
に
「
ば
か

者
」
で
す
が
、

宮
崎
へ
来
て
思

う
こ
と
は
、
商

売
が
淡
白
な
の

で
は
と
思
い
ま

す
。
一
度
の
商

談
で
は
駄
目
で

も
、
採
用
頂
く

ま
で
粘
り
強
く

交
渉
す
る
、
社
内
を
良
く
す
る
た
め
に
、
あ

る
こ
と
が
定
着
す
る
ま
で
粘
り
強
く
活
動
す

る
、と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
校
友
会
の
方
は
、

「
自
ら
燃
え
る
タ
イ
プ
」、
ば
か
者
に
な
れ
る

方
で
す
。
社
内
や
地
域
、
宮
崎
を
リ
ー
ド
さ

れ
る
方
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
「
若
者
」
で
す
が
、校
友
会
に
は
、

気
力
に
満
ち
、
行
動
力
の
あ
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
が
、
年
齢
で
い
う
若
者
の
参
加
は

十
分
進
ん
で
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

校
友
会
に
限
ら
ず
、県
の
色
々
な
集
ま
り
で
、

年
長
者
の
方
だ
け
と
い
う
こ
と
が
多
々
見
受

け
ら
れ
ま
す
。既
成
の
概
念
に
縛
ら
れ
ず
に
、

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
若
者
を
色
々
な
活
動

に
巻
き
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
年
齢
層
の
断
層
を
作

ら
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。会
社
に
し
て
も
、

地
域
に
し
て
も
、
校
友
に
し
て
も
、
地
道
な

勧
誘
活
動
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
勝
手
な
考
え
を
書
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
、
な
ん
と
な
く
校
友
会
の
関
係
を
商
売

の
関
係
に
持
ち
込
む
の
は
、
気
が
引
け
る
と

い
っ
た
風
潮
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

お
客
様
の
役
に
立
つ
こ
と
で
成
立
す
る
校
友

間
で
の
活
発
な
取
引
や
協
業
が
あ
っ
て
も
良

く
、
そ
の
こ
と
が
各
地
域
や
、
宮
崎
の
発

展
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
校
友
と
い
う
、

同
じ
空
気
を
吸
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
一
般

で
は
、
関
係
づ
く
り
に
時
間
が
か
か
る
と
こ

ろ
が
、
ス
ッ
と
本
論
に
入
れ
る
は
ず
で
す
の

で
、
是
非
、
商
売
の
上
で
も
発
展
さ
せ
ま
し
ょ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
４ 

一
文
）

　1992（平成４）年卒　第一文学部　社会学専攻
　水永（旧姓：萩原）俊彦と申します。私は、水永水産の会長の長女と結婚したのが縁で、東京から宮崎県門川町に
移住してきました。
　私の仕事への取組みの基本は、これまでの経験を活かし、良い物を生活者の方々にお届けしたい。そのためには、
地域から情報を発信し、地方の元気に貢献したいということです。
　校友の皆様、今後ともよろしくお願いいたします。
　お歳暮等海産物へのご用命がございましたら、ぜひ当社をお使いください。

㈱水永水産会社概要
会社所在地　〒 889-0611　宮崎県東臼杵郡門川町尾末 908-1
会社連絡先　TEL 0982-63-1032　mail  info@maruboshi.jp
お歳暮等の注文方法　ＨＰ　http://www.maruboshi.jp/shop/giftcorner.html
　　　　　　　　　　直通フリーダイヤル　0120-551-014
取扱い商品　九州近海産のお魚の丸干し、開き干し、ちりめんなど

取
締
役
営
業
部
長  

水
永　

俊
彦

「
地
域
活
性
化
と
校
友
会
」

天日干しの作業風景
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代表取締役 蛯 原 一 成

取扱保険会社
■AIU保険会社
■東京海上日動火災
■富士火災海上

■あいおいニッセイ
■損保ジャパン

■メットライフアリコ
■アイエヌジー生命
□宮崎県火災共済

■大同生命
■アフラック
■富士生命

　

今
回
か
ら
「
杉
の
子
」
の
店
主
で
あ

り
、
本
部
校
友
会
の
特
別
商
議
員
で
あ

る
森
松
平
氏
に
「
旬
の
料
理
」
と
題
し

て
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
法
や
食
の

道
に
つ
い
て
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

古
来
よ
り
そ
の
道
の
領
域
と
し
て
、

書
の
道
、
歌
の
道
、
食
の
道
の
三
つ
は

尊
重
さ
れ
誉
高
き
道
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

カ
ツ
オ
の
話

　

カ
ツ
オ
は
世
界
の
温
帯
か
ら
熱
帯
に
広
く

分
布
す
る
。
宮
崎
近
海
で
は
黒
潮
に
乗
っ
て

や
っ
て
く
る
。
早
春
の
初
カ
ツ
オ
、
初
夏
の

沿
岸
ど
れ
の
餅
カ
ツ
オ
、
そ
し
て
秋
の
戻
り

ガ
ツ
オ
と
一
年
中
お
い
し
さ
に
出
会
え
る
。

近
年
、カ
ツ
オ
漁
は
世
界
中
で
盛
ん
に
な
り
、

漁
獲
高
は
約
百
五
十
万
ト
ン
に
上
る
。
こ
の

内
、
日
本
が
約
三
十
万
ト
ン
、
宮
崎
は
三
万

ト
ン
で
、
ほ
と
ん
ど
が
近
海
も
の
で
、
鮮
魚

用
と
な
る
。
水
揚
高
は
静
岡
、
三
重
、
高
知
、

宮
城
に
次
い
で
全
国
第
５
位
。
し
か
し
、
近

海
カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
は
三
重
、
高
知
、
静

岡
、
鹿
児
島
を
抑
え
て
宮
崎
が
堂
々
の
日
本

一
。

④
そ
ぎ
切
り
、
平
作
り
し
て
皿
に
盛
る
。

⑤
わ
さ
び
醤
油
、
ぽ
ん
酢
醤
油
を
用
意
、
好

　

み
の
味
で
食
す
る
。
薬
味
と
し
て
卸
し
生

　

姜
、
さ
ら
し
葱
、
し
そ
、
に
ん
に
く
を
使

　

う
と
よ
い
。

　

皆
さ
ん
、
も
っ
と
鰹
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

高
知
空
港
に
降
り
る
と
、「
鰹
の
国
に
よ
う

こ
そ
」
の
看
板
が
出
迎
え
る
。
高
知
の
知
人

に
言
わ
せ
る
と
「
世
界
中
か
ら
、
日
本
中
か

ら
美
味
し
い
鰹
を
取
り
寄
せ
て
楽
し
ん
で
い

る
」
と
。

　

宮
崎
の
お
い
し
い
鰹
ま
で
が
、
高
知
へ
流

れ
て
い
る
の
は
残
念
な
話
で
す
。

（
Ｓ
56 

一
文
推
薦
）

　

黒
潮
と
親
潮
が
ぶ
つ
か
る
宮
城
県
・
金
華

山
沖
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
最
高
の
漁
場
。

そ
こ
で
宮
崎
船
籍
Ｍ
Ｚ
号
の
活
躍
ぶ
り
は
日

本
最
大
の
水
揚
げ
港
・
気
仙
沼
で
も
つ
と
に

有
名
。
三
月
十
一
日
、
大
震
災
以
後
地
元
紙

「
宮
日
」
で
「
気
仙
沼
よ
」
で
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
遠
隔
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

カ
ツ
オ
を
通
し
て
人
の
結
び
つ
き
、
ご
縁
が

深
い
。
宮
崎
の
主
な
漁
港
は
日
南
市
南
郷
の

目め
い
つ井
津
、
外と
の
う
ら浦
、
栄さ
か
え

松ま
つ

、
そ
し
て
大お
お
ど
う堂
津つ

港
。
一
本
釣
り
の
ほ
か
に
曳
き
縄
も
盛
ん
で

あ
る
。
小
形
の
船
で
朝
で
て
夕
方
に
は
帰
港

す
る
こ
の
漁
法
を
和
歌
山
県
周す

さ

み
参
見
で
は
ケ

ン
ケ
ン
漁
と
名
づ
け
、「
ブ
ラ
ン
ド
鰹
」
と

し
て
売
り
出
し
、
好
評
で
あ
る
。
宮
崎
は
青

島
、
細
島
、
土
々
呂
で
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
漁
の
特
徴
は
新
鮮
さ
に
あ
る
。

　

宮
崎
に
は
回
遊
せ
ず
に
瀬
に
す
み
着
い
た

カ
ツ
オ
が
い
て
、曳
き
縄
漁
の
出
番
と
な
る
。

人
呼
ん
で
「
餅
カ
ツ
オ
」。
食
感
は
モ
チ
モ

チ
と
し
て
、
つ
き
た
て
の
餅
の
よ
う
に
美
味

し
い
。
も
っ
と
自
慢
し
た
い
故
郷
の
逸
品
で

あ
る
。

「
カ
ツ
オ
焼
き
切
り
の
作
り
方
」

①
新
鮮
な
カ
ツ
オ
を
求
め
、
三
枚
に
お
ろ
し

　

て
雄
節
・
雌
節
に
切
り
分
け
る
。

②
皮
目
を
火
に
か
ざ
し
、
や
や
焦
げ
目
を
つ

　

け
て
、
身
は
さ
っ
と
あ
ぶ
っ
て
塩
少
々
を

　

振
っ
て
身
を
締
め
る
。

③
そ
の
後
、
決
し
て
水
に
さ
ら
さ
な
い
。

森　

松
平

旬
の
料
理

連 載

カ
ツ
オ
を
さ
ば
か
れ
る
師
匠
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早
稲
田
を
出
て
56
年
に
な
り
ま
す
。
最も
は
や早

「
ホ
ー
ム
・
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
へ
の
案
内
は

母
校
か
ら
あ
り
ま
せ
ん
。「
早
稲
田
は
遠
く

な
り
に
け
り
」
の
感
が
強
い
昨
今
で
す
。
幸

い
に
昭
和
30
年
卒
業
の
学
科
の
同
級
生
に
は

「
珊さ
ん
れ
い
か
い

麗
会
」
と
い
う
会
が
あ
り
ま
す
。
極
め

て
私
的
な
会
で
す
。
毎
年
人
数
は
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
東
京
に
集
ま
り
、
熱
き
心
の
時

代
の
思
い
出
や
日
々
の
過
ご
し
方
等
を
語
り

合
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
例
会
の
案
内
が
あ

り
ま
し
た
が
、
す
で
に
故
人
と
な
っ
た
仲
間

が
16
名
も
あ
り
ま
し
た
。
過
ぎ
去
り
し
歳
月

の
早
さ
と
無
常
な
る
人
生
に
愕が
く
ぜ
ん然
た
る
思
い

が
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
は
か
ら
ず

も
春
の
叙
勲
で
「
瑞ず
い
ほ
う寶
小し
ょ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

」
を
受
章
し

ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
功
績
も
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
が
、
長
く
教
育
界
で
働
か
せ
て

い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る

と
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。
主
と
し
て

高
校
や
専
門
学
校
の
現
場
、
加
え
て
教
職
退

職
後
、
初
め
て
の
経
験
で
あ
る
教
育
行
政
の

仕
事
等
、
色
々
な
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

な
か
で
、
多
数
の
方
々
に
ご
指
導
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
去
る
九
月
三
日
、
関

係
者
や
教
え
子
諸
氏
に
よ
る
祝
賀
会
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
都
城
稲
門
会
の
諸

氏
に
加
え
て
、県
支
部
か
ら
も
朽
木
支
部
長
、

蛯
原
前
支
部
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
感

激
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。
私
の
モ
ッ
ト
ー
で

あ
る
「
人
生
は
感
激
な
り
」
を
実
感
し
た
一

日
で
し
た
。

　

い
ま
、
教
育
界
は
諸
々
の
反
省
を
踏
ま
え

「
ゆ
と
り
教
育
」か
ら
の
軌
道
修
正
に
向
か
っ

て
い
ま
す
。
わ
が
国
は
日
本
の
風
土
に
合
っ

た
独
自
の
教
育
施
策
で
子
弟
の
教
育
を
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
地
に
足
を
つ
け
た
「
日

本
人
」
と
し
て
の
教
育
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

各
人
が
心
身
と
も
に
し
っ
か
り
し
た
立
派
な

日
本
人
に
な
る
こ
と
が
世
界
に
尊
敬
さ
れ
る

国
民
へ
の
道
だ
と
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

早
稲
田
大
学
も
建
学
の
精
神
を
忘
れ
ず

に
、
私
学
の
雄
早
稲
田
ら
し
い
気
概
と
振
る

舞
い
で
、
た
く
ま
し
く
、
ひ
た
む
き
に
精
進

し
て
世
の
中
の
役
に
立
つ
人
材
の
養
成
を
目

指
し
て
ほ
し
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
私
自

身
浅せ
ん
が
く学
菲ひ

才さ
い

の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
受

章
に
恥
じ
ぬ
よ
う
に
心
が
け
、
早
稲
田
人
と

し
て
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
て
生
き
て
い
く
覚

悟
で
す
。

　

最
後
に
、
母
校
早
稲
田
大
学
と
本
県
支
部

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

（
Ｓ
30 

教
育
）

　

半
年
前
の
４
月
14
日
に
延
岡
稲
門
会
総
会

を
持
ち
ま
し
た
。
席
上
、
前
会
長
の
谷
仲
吉

校
友
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
新
役
員
人

事
が
検
討
さ
れ
、
飯
干
が
会
長
に
、
副
会
長

に
上
田
校
友
が
、
幹
事
長
に
市
園
校
友
が
推

挙
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
こ
の
体
制
で

臨
み
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
先
の
総
会
で
の
特
筆
も
の
は
、
新
会

員
が
６
名
も
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

大
変
嬉
し
く
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
九
州
保
健
福
祉
大
学
の
Ｆ
教
授
が

宮
崎
県
公
安
委
員
に
と
い
う
新
聞
報
道
で
Ｆ

さ
ん
が
稲
門
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
ア

プ
ロ
ー
チ
の
結
果
延
岡
稲
門
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

直
近
の
活
動
状
況
で
す
。
10
月
９
日（
日
）

に
東
京
六
大
学
延
岡
Ｏ
Ｂ
会
の
ゴ
ル
フ
大
会

と
合
同
の
大
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
稲
門
会
も
精
鋭
を
選
っ
て
参
加
し
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
法
政
の
若
手
精
鋭
に
名

を
な
さ
し
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
大
懇
親
会
の
締
め
の
エ
ー
ル
交

換
で
は
、
他
校
垂す
い
え
ん涎
の
的
で
あ
る
「
都
の
西

北
」
を
気
分
良
く
高
唱
し
ま
し
た
。

（
Ｓ
40 

商
学
）

　
元
都
城
市
教
育
長　

玉
利　

讓

延
岡
支
部
会
長　

飯
干　

喬
啓

叙　

勲

延
岡
稲
門
会
の
活
動
状
況
と
取
り
組
み

「瑞寶小綬章」受章を祝う会

玉利校友祝賀会
都城稲門会幹事長　原口慎一郎

　宮崎からは蛯原前支部長・朽木支部長にもおいで
いただきました。
　当地の校友としては約 10 名が出席いたしました。
　来賓挨拶が長峯誠校友（都城市長）、おひらきの
万歳三唱が木佐貫辰生校友（三股町長）で、盛大な
祝賀会になりました。
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「
中
馬
屋
の
こ
と
」

　

最
近
思
っ
た
こ
と
。
早
稲
田

ゆ
か
り
の
放
浪
の
俳
人
・
山
頭

火
は
、
昭
和
の
初
め
の
頃
、
現

え
び
の
市
を
放
浪
し
た
こ
と
を

『
行
ぎ
ょ
う

乞こ
つ

記き

』
に
描
い
て
い
る
。

私
は
、
か
ね
て
山
頭
火
が
飯
野

町
の
「
中
島
屋
」
に
泊
ま
っ
た

こ
と
に
疑
念
を
抱
い
て
い
た

が
、
地
方
の
郷
土
史
家
に
よ
る

と
「
中
島
屋
」
で
は
な
く
、「
中

馬
屋
」
で
あ
ろ
う
と
推
断
。
私

は
自
説
を
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と

に
同
感
し
き
り
。

「
満
天
の
星
」

　

夏
休
み
孫
達
と
一
緒
に
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
最
近
、
世
界
各
地
に
Ｕ
Ｆ

Ｏ
や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
フ
リ
ー
ト
ま
で
出

現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

天
井
に
映
し
出
さ
れ
た
満
天
の

星
を
み
な
が
ら
そ
の
星
々
に
住

ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
宇
宙

人
に
思
い
を
は
せ
た
こ
と
で
し

た
。
た
ま
に
は
、
夜
空
を
見

上
げ
本
物
の
星
々
を
な
が
め
て

み
る
ゆ
と
り
を
持
ち
た
い
も
の

で
す
。

「
一
期
一
会
の
重
み
」

　

東
日
本
大
震
災
後
、
東
北
の

友
人
と
連
絡
が
取
れ
て
無
事
が

分
か
っ
た
時
の
事
を
思
う
と
、

今
で
も
動
悸
が
し
ま
す
。
あ
の

時
は
誰
に
対
す
る
で
も
な
く
、

（
あ
り
が
と
う
！
あ
り
が
と
う
！
）

と
心
の
中
で
何
度
も
呟
き
ま
し

た
。
彼
と
は
諸
事
情
で
未
だ
会

え
て
い
ま
せ
ん
が
、
再
会
時
は
、

一
期
一
会
の
重
み
を
肴
に
酒
で

も
飲
み
た
い
も
の
で
す
。

「
私
の
近
況
」

　
「
杜
へ
」
の
投
稿
の
お
誘
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
の
方
々
に
心
か
ら
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
に
関
す
る
問
題

に
つ
い
て
は
、
社
員
、
技
術
者

の
一
人
と
し
て
、
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
深
い
反
省

と
新
た
な
決
意
で
こ
の
苦
難
を

乗
り
越
え
な
け
れ
ば
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
ベ
ト
ナ
ム
水
力
発

電
所
の
技
術
支
援
な
ど
に
携
わ

ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
は
、
平
成
14
年
か
ら
の

７
年
間
、
小
丸
川
揚
水
発
電
所

建
設
・
運
用
で
得
た
経
験
も
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
杉
の
子
」
で
の
皆
様
方
と

の
出
会
い
に
感
謝
す
る
と
共
に

今
後
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

 
小
林
市　

黒
木　

竹
光

都
城
市　

内
村　

美
穂
子

日
向
市　

日
髙　

梓

校
友
か
ら
の
一
言

事
務
局

「鼎談　危機管理のあり方について」後の記念写真
後ろ右から、妻、娘、私。最前列左は、恩師 濱田教授。

　

６
月
中
旬
に
各
会
員
に
会
報
を

送
付
し
、徴
収
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
４
カ
月
た
ち
ま
し
た

が
、
納
入
状
況
は
か
ん
ば
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

10
月
初
旬
ま
で
納
入
戴
い
た
の

は
１
３
４
名
で
、
依
頼
し
た
数
の

約
２
割
と
言
う
寂
し
い
数
字
で
す
。

　

特
に
、
職
域
で
稲
門
会
を
作
っ

て
い
る
、
教
職
員
、
県
庁
、
宮
銀

等
は
予
想
以
上
の
悪
さ
、
ま
た
若

い
会
員
も
納
入
者
は
少
な
い
状
況

で
す
。

　

納
入
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
他
県
に
見
習
い
、
今
後
校
友

会
の
活
動
を
よ
り
活
発
に
行
う
原

資
と
な
る
訳
で
す
か
ら
、
会
員
皆

様
が
も
う
少
し
校
友
と
し
て
積
極

的
に
配
慮
し
て
欲
し
く
思
う
と
こ

ろ
で
す
。
多
様
性
の
中
の
統
一
と

言
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
合
言
葉
だ

そ
う
で
す
が
、
我
が
早
稲
田
出
身

者
も
個
人
の
生
き
方
、
考
え
方
、

自
己
決
定
の
意
思
表
示
を
尊
重
し

つ
つ
、
お
互
い
の
絆
を
更
に
大
切

に
し
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
郵
便
払
込
票
に
氏
名
無
記
入
の
方
が

１
人
い
ま
し
た
。
ご
連
絡
下
さ
い
。）

「
最
近
思
う
こ
と
」

　
「
ま
た
タ
バ
コ
の
値
上
げ

か
！
」
こ
の
前
上
が
っ
た
ば
か

り
の
は
ず
…

　

タ
バ
コ
に
は
、
学
生
時
代
か
ら

の
思
い
が
ま
つ
わ
っ
て
い
る
。

　

仲
間
と
の
徹
夜
マ
ー
ジ
ャ
ン

の
日
々
、
全
員
の
タ
バ
コ
が
な
く

な
り
捜
し
歩
い
た
、
皆
で
さ
が
し

た
シ
ケ
モ
ク
、
威
力
を
知
っ
た

キ
セ
ル
と
辞
書
の
紙
、
一
番
吸
っ

た
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
あ
こ
が
れ
た
缶

ピ
ー
、
バ
イ
ト
代
が
入
っ
た
時
だ

け
の
洋
モ
ク
、
金
の
な
く
な
る

前
に
買
い
集
め
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

バ
ッ
ト
等
々
、
今
は
１
mg
の
中
南

海
…
そ
れ
も
ま
た
値
上
げ
か
…
。

高
鍋
町　

芦
原　

豊
治

福
岡
市　

有
村　

研
一
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　三年前の大晦日の朝、目覚めると右足の付
そ け い ぶ

け根にゴル
フボール位の脹

ふく

らみができていた。痛みはない。どこに
も切り傷などしていないのにリンパが脹れるなんておか
しいな、と思いながら正月明けに病院へ行こうと考えた。
　正月三日、東京から帰省した娘二人と家内の四人で高
千穂の天

あまの

岩
いわ

戸
と

神
じんじゃ

社へ初詣に行ったときから様子が一変し
た。食欲減退、体が異常にだるい。「お賽銭を50円に値切っ
たせいかな。神様に不敬の覚えはないが・・・」
　正月が過ぎても熱が引かないので、近所の病院へ行き
Ｋ先

ドクター

生にこう言った。「風邪のようで熱があります。一発
きつい注射をお尻のあたりにお願いします。」お寺の住職
のようなＫ先生は、右鼠

そ

けい部
ぶ

のリンパの脹れを抗菌す
るための薬を処方され、お尻に太い注射針を大工職人の
ような仕草で打ち込まれた。
　一週間後、様態が一向によくならないのでＫ先生に訊

たず

ねると、「紹介状を書きます。江南病院へ行ってください。」
と何かを察知したような表情で言われた。
　私は、寒さにふるえながら江南病院の待合室の長椅子
に前

まえかが

屈みに座ったまま、半日診療を待った。思索的な印
象の寡黙なＮ先生からようやく声がかかった。「リンパの
脹らみを除去し検査する必要があります。」さすがに体力
自慢の私も、連日の悪寒、高熱で放置された野菜のよう
にすっかり萎

しな

びていた。
　数日後再診すると、Ｎ先生から「検査の全容はまだわ
かりませんが、宮崎県立病院の血液内科のＹ先生を訪ね
てください。」と紹介状を手渡された。私は、青ざめた暗
い表情で県病院へ向かった。
　温厚な眼鏡のＹ先生が書類を見ながら「すぐ入院です。
２か月ぐらいかかるでしょう。入院前にイオンの近くの
鶴田病院でペット検査を受けてください。」と判断。医療
に疎い私は、「三月末で退職します。仕事の引き継ぎなど
で入院は１か月になりませんか。」「それはなんとも・・・」

「あのう・・ペット検査には、私の家の猫のエバも連れて
いくんですか？」と続けた。先生は軽く笑った。

「ペット検査とは、ペットの猫のことではありません。あ
なたの体の全身画像を得るためですよ。」
　二月の寒い日、県病院の８階血液内科病室に入院。抗
がん剤の治療を受けることになった。病名は、悪性リン
パ腫、第Ⅲ期進行中で 5㎝程の腫瘍が内臓周辺に幾つも出
来ていた。私は、主治医の若手のＡ先生の説明に別に驚
かなかった。とにかく連日の発熱、悪寒や盗汗、口内炎
のひどさから解放されるのであれば、苦痛のない死の世
界へ飛び込んでいける気がしたのだ。
　入院一週間後、四種類の薬を血管に注入する化学療法
開始。毒を制するに毒をもってするこの抗がん剤治療は、
脱毛、吐き気、食欲減退を伴ったが、反面私の体の発熱、
悪寒、口内炎の苦痛を徐々に減らしてくれたのだ。
　入院して一か月経過したとき、主治医のＡ先生に、私
はこう訊

き

いた。「先生、私の病気は治りますか。」「神のみ
ぞ知る、ですね。」と神学者のような返事が返ってきた。
私は、窓の外に広がる早春の山々や街の外観を見ながら、

「くたばってたまるか、俺の命は壊れやすいガラスではな
い、したたかに生き抜いてやる、克服するのだ」と思った。
　自宅療養中、私は猫のエバに声をかけあれこれと戯れ
た。同時に身辺を整理し日常の瑣事や雑事の一切を遠ざ
けることで、過ぎゆく時間を月の満ち欠けのように淡々
と受け入れることができた。
　昨年の四月、家族の一員、息子同然の存在のエバが他
界した。急性白血病であった。（Ｆ）
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TEL 0985-21-4155　FAX 0985-24-1512

会費納入のお願い
　10 月 20 日現在の納入者は、
会報発送 650 封書に対して 134
名、約２割のさびしい数字です。
　平成 23 年度の宮崎県支部校
友会費　2,000 円の納入を同封の
払込用紙にて最寄りの郵便局で
払い込みをお願いいたします。
　すでに払い
込み済みの校
友は、必要あ
りません。

校友からの原稿を募集します。
次回は新年特集号として１月の初めに発刊します。
募集内容
その１　【なんでも一言】
　日常の中でふと思うこと、平凡な出来事、喜び、悲しみ、やる気や意気込み、今はまっ
ていること、新年の抱負など（原稿の文字数句読点含む　150 字～ 250 字）
その２　【本県活性化の具体策】　【今この分野に注目していること】
　　　　【寂寥、飛躍、落胆、体験、熱中や旅日記等の随筆】

（原稿の文字数句読点含む　1200 字～ 1500 字）
【応募締切　12 月８日〆】
【応募先】〒 889-2153　宮崎市学園木花台南 1-14-1
　　　　  鵜澤　胤博　E-mail：ta-uz00@miyazaki-catv.ne.jp

原　稿　募　集
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